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芦
屋
川
は
、
市
内
で
も
っ
と
も
大
き
い
川
で
長
さ

が
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
で
す
。
地
図
を
見
ま
す

と
、
そ
の
源
は
、
芦
屋
の
北
西
の
六
甲
山

地
で
、
西
宮
市
と
の
境
に
あ
る
白
山
石
宝

殿
あ
た
り
に
あ
っ
て
、
芦
屋
川
本
谷
を
南

に
流
れ
、
奥
山
の
石
仏
谷
や
黒
越
谷
な
ど

の
谷
水
を
合
わ
せ
、
水
車
谷
を
過
ぎ
、
高

座
川
と
合
流
し
て
川
幅
が
広
く
な
り
、
阪

急
芦
屋
川
駅
付
近
か
ら
ま
っ
す
ぐ
南
の
芦

屋
の
海
に
流
れ
込
ん
で
い
ま
す
。
川
に
は

九
つ
の
橋
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

芦
屋
川
は
、
む
か
し
か
ら
人
々
の
暮
ら

し
に
、
多
く
の
影
響
を
与
え
て
き
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
芦
屋
川
に
そ
っ
て
北
へ
た
ど
っ

て
行
き
ま
す
と
、
芦
屋
の
歴
史
や
伝
説
な

ど
の
跡
が
い
く
つ
も
残
っ
て
い
て
、
そ
の

こ
ろ
の
人
々
の
暮
ら
し
の
よ
う
す
を
知
る

き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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昭
和
二
年
、
業
平
橋
の
あ
る
阪
神
国
道
は
、
江
戸

時
代
か
ら
あ
っ
た
西
国
街
道
本
街
道
を
基
に
し
て
、

造
ら
れ
ま
し
た
。
道
幅
を
二
十
七
ｍ
位
に
広
げ
て
、

自
動
車
や
電
車
が
通
れ
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
大
道
路

に
し
ま
し
た
。
や
が
て
自
動
車
の
ほ
か
に
バ
ス
や
国

道
電
車
も
走
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
阪
か
ら
神

戸
ま
で
の
距
離
が
二
十
八
㎞
の
長
い
道
で
す
。

　
　
　
　

こ
の
国
道
が
で
き
た
こ
ろ
は
、

　
　
　

ま
だ
自
動
車
の
数
も
少
く
、
業
平

　
　
　

橋
の 
近
く
の
レ
コ
ー
ド
店
か
ら

　
　
　

流
れ
る
音
楽
も
よ
く
聞
え
、
御
影

な
ど
の
酒
づ
く
り
会
社
の
荷
車
が
牛
や
馬
に
引
か
れ

て
の
ん
び
り
通
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
わ
り
の
風
景
も

六
甲
山
の
ふ
も
と
の
田
ん
ぼ
や
畑
と
家
や
倉
な
ど
が

絵
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

石
づ
く
り
の
業
平
橋
は
、
道
が
で
き
て
二
年
後
に

つ
く
ら
れ
、
橋
の
欄
干
の
四
カ
所
に
珍
し
い
照
明
が

つ
け
ら
れ
て
、
国
道
電
車
芦
屋
川
駅
の
シ
ン
ボ
ル
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
十
三
年
に
起
き
た
「
阪

神
大
水
害
」
で
壊
さ
れ
、
今
の
形
に
な
り
ま
し
た
。

　

自
動
車
は
、
そ
の
後
も
増
え
続
け
、
昭
和
四
十
四

年
に
は
一
日
に
四
万
台
も
通
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

国
道
電
車
は
、
平
均
五
百
メ
ー
ト
ル
に
一
カ
所
の

駅
が
あ
っ
て
、
人
々
に
親
し
ま
れ
た
乗
り
物
で
し
た
。

昭
和
二
十
八
年
こ
ろ
に
は
、
一
日
に
八
万
人
も
の
人

が
利
用
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
車
の
増
加
で
ス

ピ
ー
ド
も
落
ち
、
利
用
者
も
少
な
く
な
っ
て
、
昭
和

四
十
九
年
三
月
十
七
日
に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
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※第１集「伝記・物語」・第３集「植物
のかんさつ」・第４集「小さな生きも
のたち」・第５集「文学さんぽ」と第
９集「写真で見る芦屋今むかし２」
は各冊400円。第６集「芦屋の地名を
さぐる」・第８集「描かれた芦屋の風
景」は各500円。
※第２集「歴史さんぽ」・第７集「写
　真で見る芦屋今むかし１」は完売
　しました。
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���　５月29日～６月２日、午前９時～午後６時
　　　　※５月29日（木）午後１時～午後６時
　　　　　６月１日（日）午前９時～午後５時
　　　　　６月２日（月）午前９時～午後３時
■���市民センター 301室・302室
����①さつき盆栽展示
　　　　②山野草・蘭等展示
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　平成19年度版「芦屋市ガイドマップ」
を発行しました。
　市役所北館１階行政情報コーナー、ラ
ポルテ市民サービスコーナーで、ご希望
の市民の皆さんお１人につき１部を無償で
差し上げています。
＊印刷部数に限りがありますので、複数
　部数が必要なかたは、市役所北館２階
　広報課へご相談ください。
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���　５月18日（日）午前10時～正午　���　実用的な書を学ぶ　���　京
都光華学園伝統文化科特別講師・石井みやび氏　���　16人　����　3,000
円　�����　電話・ファクス・Ｅメールで上記へ
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���　５月22日（木）午前10時30分～正午　���　講義室　　���　三島由
紀夫著「仮面の告白」。本にある背景・作家の心情などを楽しむ　���　作家・柳
谷郁子氏　���　20人　�����2,300円　�����　電話・ファクス・Ｅ
メールで上記へ
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���　５月22日（木）午後２時～午後３時30分　���　講義室　���　内館
牧子著「週末婚の」の中で取り上げられた男と女の思いとその立場等、面白くて知
的で楽しいお話。人生半分・別々の幸せについて　■���武庫川女子大学文学部
教授・たつみ都志氏　���　24人　����　2,500円（抹茶白玉付き）　���
��　電話・ファクス・Ｅメールで上記へ　
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���　５月25日（日）午前10時30分～午後１時30分　���　「男と女の思い違
い」についてのお話。田舎の昼ごはんと人生を楽しく過ごすための講座　���　
武庫川女子大学文学部教授・たつみ都志氏　���　24人　����　4,000円（昼
食代含む）　�����　電話・ファクス・Ｅメールで上記へ
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